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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年１０月２４日～１２月２４日


　

２　事業者情報

	事業者名称：大洋学園
（施設名）　
	種別：児童養護施設

	代表者氏名：理事長　木川田　典彌
（管理者）　施設長  刈谷　  忠
	開設年月日　　昭和３０年３月３０日

	設置主体：社会福祉法人　大洋会
経営主体：社会福祉法人　大洋会
	定員（利用人員）

　　　　　　　５６　名

	所在地：大船渡市立根町字下欠１２５－１５
TEL ０１９２－２６－２７１４

FAX ０１９２－２６－２７７１


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点
○職員の参画による計画策定

平成18年度から5か年計画として「児童福祉施設近未来計画」が策定され本年度まで3年間、一部見直しを図りながら施設の拡張、改修工事等のハード面と第三者評価受審3か年計画に基づき、業務改善、職員の資質向上、サービスの質の向上にむけた取組みが積極的に実施され多大な成果をあげている。
　また、平成21年度～25年度までの5か年計画「福祉活動計画」案が策定され、この計画の策定にあたっては、職員アンケート調査、職員の意見や要望を組み込んだ計画となっており、高く評価したい。
◇ 改善が求められる点

 ○「プライバシー」への細やかな配慮の必要性
公衆電話の設置場所が職員室の一角であり、電話を使用している様子や通話内容が職員から確認できる
状態であった。「気兼ねなく」電話を使えるような場所の工夫が必要ではないか。また、「意見箱」の場
所も、職員の目に付く場所に設置されており、「目を気にせず」投書できるよう場所の工夫が必要と認め

られる。


　

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	公衆電話と意見箱の設置場所の変更は行うこととしてあり、4、5歳児の幼稚園入園についても新年度からはじめる予定で準備を進めている。

　そして、人材確保の面では、法人の平成21年度職員採用試験の結果、現在の非正規職員を３名正規採用し、新たに正規職員1名と非正規職員2名を新採用することとなった。この結果、生活の中心であるホームで7名前後の子どもたちの支援を2名の職員が担当し、心理療法士、個別対応職員、家庭支援専門相談員がホームや子どもひとりひとりをカバーする体制ができたことにより、学園の近未来像にまた一歩近づくことができた。

　我々の支援が「十分」という言葉と結びつくことは、これからも課題として残っていくことだろうと思うが、支援のフィードバックと子どもたちへの問いかけを継続しながら、常に向上を目指した取り組みを進めていきたいと考えている。そして、学園の主体は子どもたちであり、福祉活動・近未来計画の実現を図るとともに、権利擁護に裏づけされた子どもたちの心の拠り所となる安全安心な学園を目指して、今後とも外部の客観的な目を導入しながら改善と向上に向けた取り組みに努めていきたいと考える。




５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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